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記後言編

　
「
文
献
探
究
」
四
十
二
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
新
装
版
と
な
っ
て
か
ら
三
号
日
と
な
り
ま
す
。
お
忙
し
い
中
、
九
州
産
業
大
学
の
金
原
先

生
、
ま
た
前
号
に
引
き
続
い
て
今
西
先
生
よ
り
玉
稿
を
賜
り
ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
他
に
、
長
崎
図
書
館
所
蔵
伊
勢
宮
文
庫

の
蔵
書
目
録
を
掲
げ
る
大
庭
・
剃
毛
・
井
料
・
静
岡
・
吉
良
稿
、
前
号
に
続
き
書
画
展
の
翻
刻
を
掲
げ
る
田
邉
稿
、
抄
物
『
論
語
講
義
筆
記
』

に
関
す
る
論
考
の
松
尾
稿
な
ど
を
合
せ
た
、
計
八
本
で
す
。
共
著
を
二
本
含
む
今
号
の
執
筆
者
は
の
べ
十
五
人
置
百
三
十
二
頁
の
厚
冊
と
な

り
ま
し
た
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
奇
し
く
も
今
号
は
、
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
副
題
に
持
つ
論
考
が
二
本
並
び
ま
し
た
。
一
方
は
元
禄
期
に
お
け
る
『
徒
然
草
』
の
講
釈
「
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
、
他
方
は
古
典
研
究
に
お
け
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
検
索
シ
ス
テ
ム
の
利
用
「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
で
す
。
「
文
献
」
を
「
探
究
」
す
る
方
途
の

多
彩
さ
の
一
端
が
こ
こ
に
も
顕
れ
、
興
味
深
く
思
わ
れ
ま
す
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
記
号
よ
り
、
博
士
後
期
課
程
一
年
の
田
村
隆
が
代
表
を
務
め
て
お
り
ま
す
。
未
熟
な
点
も
多
々
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
宜
し
く
御
指
導

の
程
、
御
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
尚
、
今
号
の
編
集
に
は
田
村
の
他
、
修
士
課
程
の
宅
間
真
紀
・
河
内
重
雄
・
古
賀
秀
和
・
尾
石
理
恵
・
下

高
原
翠
・
村
上
紗
智
子
・
森
誠
子
・
吉
牟
田
佳
代
が
あ
た
り
ま
し
た
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
四
十
号
に
、
各
論
考
に
関
わ
る
口
絵
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
新
し
い
試
み
と
し
て
、
論
文
と
は
別
に
《
ロ
絵
・
解
説
》
と
し
て
資
料
紹
介

の
ペ
ー
ジ
を
設
け
ま
し
た
。
今
号
は
大
庭
卓
也
氏
に
よ
る
「
李
東
郭
筆
七
言
律
詩
詩
箋
」
の
紹
介
で
す
。
掲
載
を
御
希
望
の
方
は
、
所
蔵
機

関
の
承
認
を
得
た
上
、
写
真
も
し
く
は
画
像
デ
…
タ
に
解
説
を
添
え
て
御
寄
稿
下
さ
い
。

＊
　
　
＊
　
　
＊

　
次
号
（
四
十
三
号
）
の
投
稿
締
切
は
来
年
二
月
末
日
、

な
研
究
ノ
ー
ト
の
類
も
歓
迎
い
た
し
ま
す
。

三
月
刊
行
の
予
定
で
す
。
多
数
の
御
寄
稿
を
お
待
ち
し
ま
す
。
十
枚
程
度
の
小
さ

（
田
村
記
）


